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「成果の概要／梶谷卓也」 
 
私は、2010年 9月 5日-9月 12日の日程で、スウェーデンのカロリンスカ研究所とベル
ギー、ナミュール大学を訪問しました。前半は日瑞ＪＳＰＳコロキウム「エピジェネテ

ィックス」に参加し、ポスター発表をしました。その後は、共同研究者であるベルギー、

ナミュール大学の Damien Hermand 博士の研究室を訪問し、セミナーとディスカッシ
ョンを行いました。その成果をここに記します。なお、コロキウムの性格上、発表デー

タは外部非公開の制約がありますので、他の研究者の具体的研究データについての言及

は控えさせていただきます。 
 
１． 口頭発表より 
 
 口頭発表を聞いて、オリジナリティや基礎的研究レベルでは日本はスカンジナビア諸

国を上回っていると感じました。しかし、スカンジナビア諸国では、次世代シーケンサ

ーを用いたハイスループットな研究がかなり進んでおり、この点で、日本は大きく立ち

遅れている印象を持ちました。似た現象を研究していても、個々の遺伝子座の情報に加

えて、ハイスループットな解析で全ゲノム領域の動態に関するデータを付加すると、一

気に論文のインパクトが大きくなるように思いました。また、新技術開発の話題が印象

に残りました。ここ 10年のエピジェネティクス研究は ChIP assayが有効な解析手法と
して広く使われてきました。今回は ChIP を応用した技術として、高感度、低バックグ
ラウンドかつ、新たな相互作用を検出可能な解析法を使い、次世代シーケンサーと組み

合わせて、大量の情報を得られる技術が紹介されていました。今後の研究のブレイクス

ルーは、これらの新技術を利用した研究から生まれるのではという予感を感じました。 
 私はこのコロキウムで高等真核生物におけるエピジェネティクス研究への知見を深め

たいと思っていました。その点では、ゲノムインプリントや初期発生、ガンはもとより、

精神疾患、さらにはアルコール依存症にまで、エピジェネティクス研究の裾野が広がっ

ていることが大変印象に残りました。特に印象的だったのは、ガンについての研究でし

た。これまでは、個々のエピジェネティクスの異常がガンを引き起こすという報告はい

くつもありましたが、今回は、予後の悪い腫瘍の治療効果を高めることが期待できると

いう内容の発表を聞くことができました。単にエピジェネティックな異常をガンの原因

として論じるだけでなく、研究が臨床に還元され得る段階に進みつつあることを知り、

自分たちの研究の重要性を再認識しました。また、自分が高等真核生物に参入するとし

たならば、新奇性のある「系」を見つける必要があると感じました。エピジェネティク

ス研究は、細胞の状態変化を制御する仕組みへのアプローチであり、初期発生や分化の

研究は盛んに行われています。一方、未だ研究が進んでいない分野の現象を「系」とし

て用いれば、新たなエピジェネティックな機構を発見できるはずです。今後は、日々の

実験と並行して、高等真核生物における新たな「系」を探すための下調べを始めていこ

うと思いました。 
 



２． ポスター発表より 
 
私は、9 月 6 日のポスターセッションで、「Phosphorylation of RNAPII regulate 

heterochromatin」というタイトルで発表しました。オープンな雰囲気かつ比較的専門的
な内容のためか、ポスターセッションの時間以外にも、口頭発表の合間のコーヒーブレ

イクの時間は、自然とポスター前に参加者が集まり、常時ポスター発表となっていた点

が印象的でした。 
私が、この学会に参加した最大の目的は、Karl Ekwall 博士と議論することでした。

Ekwall博士は私達と近い分野で研究し、RNAPIIの変異株が、ヘテロクロマチン形成異
常を示すことを報告しています。Ekwall博士からは、私の示した結論におおむね同意し
ていただけました。そのうえで、私の示したアミノ酸残基をリン酸化する酵素について

質問を受けました。分裂酵母では、まだ同定されていないこと、ヒト培養細胞と出芽酵

母では昨年報告があったことを伝えました。また、私のデータでは、培養細胞と出芽酵

母で同定されたリン酸化酵素の分裂酵母ホモログ以外にもリン酸化酵素が存在する可能

性を示唆していることを伝えました。さらに、Ekwall博士からは、最近Moazedらが報
告した siRNA合成にかかわる新奇の知見について、私の実験条件下ではどのような結果
になるのか試してみるように、再三提案をしていただきました。 
 その他の研究者とのディスカッションでは、私の観察している現象を説明するために、

分子レベルでの解析をさらに追加する必要を感じました。特に重要と感じたコメントは、

in vitro transcriptionの実験を行い、RNAPIIの伸長速度の変化について観察を勧める
ものでした。私にはその視点が欠如していたので、非常に参考になりました。 
 
３． Damien Hermand博士とのディスカッション 
 
 まず、20分程度で私の研究を紹介しました。その後、ディスカッションに移りました。
私が使用している RNAPII-CTDリン酸化アミノ酸残基置換株は、当初Hermand博士の
研究室で作成された株を改変したものです。Hermand博士はリン酸化酵素の専門家です
ので、リン酸化の視点から、多くのアドバイスを頂きました。また、in vitroリン酸化ア
ッセイ、リン酸化修飾特異的結合因子のスクリーニング、アミノ酸残基置換株作成につ

いて、技術的助言を下さりました。特に、アミノ酸置換株作成についての指導が有意義

でした。CTD は 7 アミノ酸×26 回の反復配列からなる長大な領域のため、通常の点突
然変異導入法でアミノ酸置換株を作成することはできませんが、リン酸化修飾の重要性

を論じるためには、リン酸化変異体を作成する技術の習得は必須であり、帰国後すぐに

でも、作成に取り掛かりたいと思います。 
一方、私たちからは、市販されている抗体よりも高品質のモノクローナル抗体の情報

を提供しました。その他に、私が使用しているハイスループット解析のデータ処理ソフ

トが Hermand 博士の研究にも利用できることがわかり、ソフトの紹介と簡単な使用法
の実演を行ったところ、大変好評でした。 
また、打ち解けた雰囲気の中で、現在の問題点や、将来的課題、共同研究における役



割分担について議論することができ、有意義なディスカッションとなりました。最後に、

Hermand博士からは、私の研究遂行にあたって、全面的協力を申し出ていただくことが
できました。当初は 2時間程度を予定していたディスカッションが、結局 4時間半もつ
づいたことは、議論が盛り上がったことを端的に示しています。 


